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えっ 給与収入と給与所得って違うの。。。!!??



840万円
稼ぎまし
た!!

これが
給与収入



840万円
稼ぎまし
た!!

これが
給与収入

194万円
の給与所
得控除

646万円
これが
給与所得



840万円
稼ぎまし
た!!

これが
給与収入

194万円
の給与所
得控除

646万円
これが
給与所得

この194万円は給与収入額によって違います
がこの範囲に入る人多いんじゃないかな
Ⓐ給与収入×10％＋110万円が控除金額。

サラリーマンの経費を差引き控除する
スーツや靴買ったり経費係るよね

Ⓐ
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194万円
の給与所
得控除

646万円
これが
給与所得

この194万円は給与収入額によって違いま
すがここに入る人多いんじゃないかな。
給与収入×10％＋110万円が控除金額。

サラリーマンの経費を差引き控除する
スーツや靴買ったり経費係るよね

ココが問題なんです。
なんてったってこの所得にかかるのが
「所得税」これが今日のテーマ



ここが小さくなれば所得税が小さくなる
税金が安くなる=オレうれしい!!

646万円の所得から所得控除（個人単位の控除）する
①基礎控除（年収によるけど）だいたい58万円前後
だけどこの人のR7年の場合は63万円
②扶養控除（奥さんor旦那さん、子供、親）
③②をはみ出しちゃった人 配偶者特別、特定親族特別
この人の場合 基礎控除63万円＋奥さん扶養控除38万円＋19
歳から23歳息子、娘控除63万円＋左記以外の扶養控除38万円
＋社会保険料（健康保険、厚生年金など）131万円＋生命保険
7.8万円＋地震保険2.4万円

⇒343.2万円
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②扶養控除（奥さんor旦那さん、子供、親）
③②をはみ出しちゃった人 配偶者特別、特定親族特別
この人の場合 基礎控除63万円＋奥さん扶養控除38万円＋19
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ココですね



19歳から23歳 16歳から19歳 19以上70まで

ココですね



ここが小さくなれば所得税が小さくなる
税金が安くなる=オレうれしい!!

この人の場合 基礎控除63万円＋奥さん扶養控除38万円＋19
歳から23歳息子、娘控除63万円＋左記以外の扶養控除38万円
＋社会保険料（健康保険、厚生年金など）131万円＋生命保険
7.8万円＋地震保険2.4万円

⇒343.2万円で。

残った金額646万円-343.2万円⇒302.8万円に所得税率がかけ
られる⇒302.8×10パーセント-9.75万円⇒20.53万円



ココですね



これをどう小さくするか!!ここが税金対策の分かれ目ですよ
①仕送りしている両親はいないか。あっそういえば年金で生活
費が足らないからオレ金送っていたよ
⇒38万円扶養控除が付くそして70歳以上だったら＋10万円
10％の税額だったとしても約4万から5万の節税か!!
②なんか控除額が少ないと思ったら「俺の息子20歳、働きすぎ
で控除から抜けてた。。。⇒これは健康保険代とか問題なので
すぐチェックしよう。なんてったって63万円の控除はでかい
③ついでに私的年金も活用しよう。年間8万円かけて4万円の所
得控除が手に入る。えーっ!!

ここが小さくなれば所得税が小さくなる
税金が安くなる=オレうれしい!!



生命保険料関連
年間8万円以上払うと
4万円控除が受けられる

生命保険
介護保険
個人年金

4万円×3⇒12万円控除が最大

◆個人年金は、やってない方も
多く、すぐ設定できるので
やってみるとお得ですよ。



わからないこと、不明点

是非TOP社労士事務所に質問ください!!
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